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平成２９年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
4. 衛生費 8. 地球温暖化防止啓発事業

1. 保健衛生費

6. 公害対策費 環境政策課

（佐倉市）　　

第２章
快適で、安全・安心なまちづくり 2,876

平成28年度 800

臨時 単独 計画 0 0 284 基本施策２
生活環境の保全 平成29年度 692

平成30年度 692

施策５
市民生活における温室効果ガス削減の支援、啓発を 平成31年度 692

図ります 平成32年度 0

0

672 672

佐倉市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）に基づき 温室効果ガス削減のためには、市民・事業者の皆さんの 市民等への温暖化対策の普及啓発が図られることで、市

、温暖化対策の知識を持ったエコライフ推進員とともに、市民等への温 個々の地球環境に配慮した取り組みが不可欠であり、特に市民へ向けた 民生活におけるエコライフ行動が実践されます。

暖化対策の普及啓発を図ります。 地球温暖化対策の普及啓発を進めることが重要です。

より多くの市民に地球温暖化に対して関心を持っ より多くの市民に啓発を行うためエコライフ推進 エコライフ推進員による啓発を促進するため、イ

てもらうための啓発事業について、検討する必要があります。 員による啓発強化を図ります。 ベントによる啓発とエコライフ通信による啓発を新たに実施します。

08 560 370 190

11 100 140 △40

12 12 12 0

差引一般財源 0 672 0 672


